
木曾ポドソル土壌に関する研究

第一報　木曾ポドソル土壌の化学的考察
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Part I Chemical Propertles of the Kiso Podzolic Soils.

（li召禾033年9月20旧受｝狸）

　著者等はカルシウム欠乏」二壌地帯にマグネシウム欠乏　　　　採集地に於けるヨニ駿の断両は第2炎に示すようであ

土壌があり，マグネシウム，マソガソ等の欠PL「土壊地lil二　　る。No．1のA〔｝層け厚さ5cm，　l　l：色は黒色で腐朽葉から

に棚素，モリブデン等の欠乏土壌のあることをさきに発　　　叛り，牌illlF〔は49．15％であつた。　A：ノ1、・1は厚さ6cmで，

観た。　　　　　　　　　，［伽tl］～僅，腐隙6．93％，L鰍職脇・・た．　A，

　長野県下の木曾地方にrl木黒大奨林の一・…“）と称せられ　　　層は厚さ17cmで無機成分が溶脱した所謂濃白隅であっ

る檎林がある。本地区には石英斑塀を1畢材とするポドソ　　　て，土色は灰色で，その構1宣は緻密で，遡水性が楓めて

ル化二L壌が広範囲にあり，このポドソル化rW／31gでは櫓の　　　悪い。この層には木の根が侵入していない。　B層は所謂

伐採跡地に檎，暦松等を檎林してもその生育が極めて悪　　　集積雁1であつて，　土色は黄禍色で，　鉄の集積が顕著で
　　　　　　　　　　　　　7）
いことが判明している。竹1東等は木曾ポドソル士壌の断　　　IrQn　pan力顎多成され・ている。　No．2の：lt壌断面はNo．1

面形態並びに一般1ヒ学成分について発表している。著者　　　とほぼ岡様でε偽った。

筆鷺鍬ヒ驚欝陥1嶺：諺　　　螺の分㈱
デソ等の徽燈成分が楓端に欠乏していることを明らかに　　　伊試土壌のpH（H20）は1：2・5の水懸濁液につき・

し，本顕について桑の封鎌言燃を施行中であるが，今　鰍pH（1〈Cl）は1：2・5の一規繍イヒカリウム液の

迄に得た結果では非改良区では枯死するが：1二壌を化学的　　　懸濁液について硝子璽極法によつて測驚した・麗換酸度

に改良した区で瞬がよく生育すること欄めた。　　㌔1・加水灘y・麟i・熱轍可轍撃の剛蟷
　ここでは本土壌の化学的考察の結果を報告する。　　　　法によつた。堺墓韻換容澱は吉田・原田法によつて定鍛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　した。置換峠のカリウム，ナトリウム，　カルシウムは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lo）
　　　　供試土壌の採集地並びに断面構造　　　　　　M・Fl唱“eS等の方法により，また躍換性マグネシウム

　供試土壌は第1表に宗すように長野県西筑摩郡王滝村　　　はlil崎等の：F渉相殺法により・夫々炎光分瓢装置を使用

五味沢で挟集した。　　　　　　　　して魍し7t・水淋k縢はW・T・Dibl・等のクル”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミン法によつて矩景したn可溶性モリプデソおよび全モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）　　　　　　　　　　　　　　　1り
　　　　　　鯛表鰍土壌の採集地　　　　リブ“’“h／はE・R・Pu「vi蒔の採肌ているB・ig9　’a）
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IO　　　　十壌の分析結果は第3爽並びに第4衷｝こ示すようであ

る。

〃　　　　　（t）一ヒ壊酸慶　供試コk壌は者層とも酸性が著しく強

一一一…一一一一⊥一 @　　　く，No．1のAo，　A1，　A20』）三層のpH　（IKCI＞は4以一ド

＿＿＿．＿一
@　　　　＿一．．＿＿＿＿…＿、＿…、、＿＿＿＿　　　であった。No．1の置1卿1餐度y1けAl1“層では3．7，　A1層

＊信州大学繊維学部土壌肥料学研究室　　　　　　　　　　では41．0，AuL／層では56．1で漂由層迄げ順次ブくであ・っ
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Pt　2表　二：L壊断面の概要

No．

1

2

層位

Ao

Aエ

層震欝・ヒ色

5　黒　色

・1黒色

・・117i灰色

B

Ao

A1

A2

18障褐色

121黒色

7　黒　色

・1暗灰色
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第3袈　土壌酸繊および熱塩酸の分析戒績
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第4衷　土壊の麗換性盗基および特殊成分の分析成績
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た。No・1の加水酸慶ylはAo層が最も大きく82．1，　A，　　換酸慶y見は56．1で加水酸瞳y1が｛蹴換酸慶y1より小さく，

層では55．　9，A臼層では55．4で順次小さかつた。普通の　　　盤；通の土撰の場合とは逆の値を示した。この逆輯は腐植

酸性土壌では加水酸度y1が履換酸度y二より火である　　　の少ない強酸性：ヒ壌に稀れにあるものである。この逆転

が，No・1の漂白層A2層では加水酸度yエが55．4で，澱　　　はamberite　IR－120（R・SOs－H＋）のH＋のところに
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Al¶eを結合させたものや，鉱質’強酸ll生一h壌にAl－1を結　　　しく少なかつた。

合させた場合にも認め得た。この逆転の原悶は別に詳細　　　　木曾ポドソル土壌では置換・陀のカルシウム，マグネシ

に発表するが加水酸度定量の醐酸塩の浸出液ではpH値　　　ウム，カリウムが著しく欠乏し，反応が強酸鶉iでしかも

が高いためにA群が溶出しないが，　置換酸度窺彙の♪｝寵　　　微黛嬰素が欠乏しているので，植物の生育寵良好にする

化カリウム浸出液ではpH敏が低いのでAVItが溶出　　には土壌の改良が必要と考えられる。

し，アルミニウムイオンが水と作用して次の如く反応し，

　　　A1冊十H20－一＞A1骨（OH）十H＋　　摘要
　　　Al什（OH）十H20　一＞Al＋（OH）2十H＋　　　　　　　侵野県下の石英斑岩を偲材とするポドソル化土壊のi祈

　　　Al＋（OH）2＋1“120－一・Al（OH）n＋H＋　　　　　　　面形態とその化学的性質を調盗研究した。その結1梁次の

H＋が風来るために置換酸慶ylが加水酸度ylより大　　　ことを知り得た。

きくなると考えられる。またA。層ではllll換酸塵y11ま　　　　1　木働のポドソル土壌は土慶断面鑑びに・1ヒ学分析の

3・7で各層中最も小であつたがその加水酸度ylは82・　1　　結果から溶脱層と纂積層のあることを認め，ポドソル土

で最も大であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　壌であることを確認した。

　（ロ）腐植　腐植の含璽：は腐朽葉からなつているA。層　　　　2　供試一卜壌はpH，翻奥酸度，加水酸度とも酸鷹が

が最も多く49・15％で，漂白層のA2層はL47％で最も小　　　強いことを認めた。

であつた゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　供試土壌のAo，　A，，　A，の三層は熱鷹酸可溶のカ

　（・・）熱塩酸可溶成分（Sio2・A1203，　Fe20s，　CaO，　　　ルシウムおよび珪酸禽量が低く，また溶脱履のA2膚では

　　Sio2／Al208）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉄，アルミナ脅1轟1が少なく，集積履のB隅では鉄，アル

　熱塩酸可溶珪酸はAo層3・63％・A1贋3・70％，　A2層3・　　　ミナ含：鼠の高い顯：を認めた。

11％B層5・78％でA2層の値が最も小さく，珪fi愛の瀦　　　　4　カルシウム，マグネシウム，ナトリウム，カリウ

脱が認められた。熱塩酸可溶の鉄はA1層では1・02％・　　　ム等の澱換性塩基および棚禦，モリブデン等の微鍬要索

A2層では0・62％・B層では6・73％で・A2層が最も小さ　　　の含鼠が薪しく少ないので，木曾ポドソル地帯ではマグ

く・B層が最も大きかつた。溶脱隅と集積贋との関係は　　　ネシウム，カリウム，棚素，モリブデン等の欠乏症が櫨

分析結果から明らかに認められた。熱塩酸可溶のアルミ　　　物に出易いと思われる。

ナについても鉄と同様な傾向が認められた。熱ナ蕪酸可溶

の藤上ヒは小さかつたが，こ釧、さいのは燃柑の陽　　　　文　　献

イオン吸矯位置にAlイオンが吸藩したためと考えられ　　　（1）矢木　博；臼木特殊燐肥，26・5（1951）

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2〕　　一　 ：横浜国ヅく学芸学部幸艮告，27，19（1952）

　㊥　置換性塩恭置換性のカルシウムはA1層では0．45　　〔8）　一　：土壌改良，3，38（1955）

me，　A2層では0，39me，　B層では0．39meで極端に含最　　㈲　　一　・下川又敬・矢彦沢満允・持田正彦：日蚕

が少なかつた。置：換性のマグネシウムはAl層では0．25　　　　誌，24，3（1955）

me，　A2層では0．11meで稀れに見る置換性マグネシウム　　　㈲　　一一　：膿林水麓業応用試験研究概要報告書，上

含鍛の少ない土壌であつた。また置換性のナトリウムお　　　　267（1954）

よびカリウムの含景も著しく少なかつた。　　　　　　　　（6）　一　・矢彦沢満允・宮下明治：日蚕中部講演集

　㈹　塩基置換容量　供試土壌No．1のA1層，　A2層は　　　　　13・19（1957）

埴土であるにもかかわらず塩基置換容董が小さかったが　　（7）竹原秀雄・久保哲茂・細川一僑：日林誌，39，

この小さいのは土壌粒子の置換性塩基の吸着する位磯に　　　　　419（1957）

A1イオソが吸着し，塩基の澱換性を小さくしたためと　　（8）農林省農業改良局：土壌分析法（1953）

考えられるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）吉田　稔：斜手大学農学部報告，1，29（1953）

　的　塩基飽和慶　置換性塩基の含量が著しく少ないの　　（10）M・FIELDEs・P・J・T・KING・」・P・R五cllARDsoN

で塙基飽和度は各層とも小さかった。　　　　　　　　　　　　　＆L．D．　sulNDALE：soil　sci　72，219（1951）

　（F）瑚素およびモリブデン　醐素の水溶性および全　　　⑳　山li奇伝・草野秀：東海近畿襲業試験腸報告，3，1

最，モリブデVの可溶性および全量は各層とも含鐙が著　　　　　（1956）

魯
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（12）W．T．　DIBLE，　EMIL　TRuoG＆K．　C，　BERGER：　　are　given　in　table　3　and　4．

　　　Anal　Chem，26，418（1954）　　　　　　　　　　　　　　　The　pH　value　of　these　soil　samples　are　very

（lg，）　E，　R．　PuRvls，　N．K．　PETERsoN：Soil　Sci．，81，　　　　strong．

　　　223（1956）　　　　　　　　　Th，，x、h，。geable　acidity。nd　hyd，。lytic　a、idity
（111G・・GG・J・L・：New　Zealand　J・Sci・Techn°1・A34・　。f。U，ampl，、，，e　very　high．　The　c。。・，n・、。f　th。

4°5（1953）　　　　　　　　　§。1。bl，　C、0、　SiO，1。20％Hαare　ve，y　1。w．

　　　　　　　　　　　　　　　　S“mm“「y　　　　　　The　ex、h，。g，ab1，　b・・es　h・v・been・1m。・t　lea・h・d

　　In　this　paper　it　deals　with　the　chemical　prope－　　　　out．　The　SiO2／A1203　ratios　of　these　soil　samples

rties　of　the　podzolic　soils　from　quartz－pQphyry　　　　．are　sma1L　The　content＄of　mQlybdenum　and

in　Kiso　district，　Nagano　Prefecture．　　　　　　　　　．　boron　of　these　soil　samples　are　very　loW．

　　The　profile　of　the　sample　soils　are　shown　as　　　　Accordingly，　in　this　region，　it　is　to　be　expected

next：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　that　the　plants　should　reveal　symptom　of　Mg－，

　　The　Chemical　composition　of　these　soil　samples　　　K－，　B－，　Mo－deficiency．

　　　　　　　　　　　　　r＿＿　　　　　　　　　　　．｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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